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一

盆
の
祭
り
（
仮
り
に
祭
り
と
言
う
て
置
く
）
は
、
世
間
で
は
、
死
ん
だ
聖
霊

を
迎
へ
て
祭
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
て
居
る
が
、
古
代
に
於
て
、
死
霊
・
生

魂
に
区
別
が
な
い
日
本
で
は
、
盆
の
祭
り
は
、
謂
は
ゞ
魂
を
切
り
替
へ
る
時

期
で
あ
つ
た
。
即
、
生
魂
・
死
霊
の
区
別
な
く
取
扱
う
て
、
魂
の
入
れ
替
へ

を
し
た
の
で
あ
つ
た
。
生
き
た
魂
を
取
扱
ふ
生
き
み
た
ま
の
祭
り
と
、
死
霊

を
扱
ふ
死
に
み
た
ま
の
祭
り
と
の
二
つ
が
、
盆
の
祭
り
な
の
だ
。

盆
は
普
通
、
霊
魂
の
游
離
す
る
時
期
だ
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
諾

は
れ
な
い
事
で
あ
る
。
日
本
人
の
考
へ
で
は
、
魂
を
招
き
寄
せ
る
時
期
と
言
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ふ
の
が
ほ
ん
と
う
で
、
人
間
の
体
の
中
へ
其
魂
を
入
れ
て
、
不
要
な
も
の
に

は
、
帰
つ
て
貰
ふ
の
で
あ
る
。
此
が
仏
教
伝
来
の
魂
祭
り
の
思
想
と
合
し
て
、

合
理
化
せ
ら
れ
て
出
来
た
も
の
が
、
盆
の  

聖  

霊  

会  

シ
ヤ
ウ
リ
ヤ
ウ
ヱ

で
あ
る
。

七
夕
の
祭
り
と
、
盆
の
祭
り
と
は
、
区
別
が
な
い
。
時
期
か
ら
言
う
て
も
、

七
夕
が
済
め
ば
、
す
ぐ
死
霊
の
来
る
盆
の
前
の
生
魂
の
祭
り
で
あ
る
。
現
今

の
人
々
は
、
魂
祭
り
と
言
へ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
陰
惨
な
空
気
を
考
へ
る
様
で
あ

る
が
、
吾
々
の
国
の
古
風
で
は
、
此
は
、
陰
惨
な
時
で
は
な
く
し
て
、
非
常

に
明
る
い
時
期
で
あ
つ
た
。
此
時
期
に
於
け
る
生
魂
の
祭
り
の
話
を
、
簡
単

に
述
べ
よ
う
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
二
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日
本
民
族
の
量
り
知
れ
な
い
大
昔
、
日
本
人
が
、
国
家
組
織
を
も
つ
て
定
住

せ
な
い
頃
、
或
は
其
以
前
に
、
吾
々
の
祖
先
が
多
分
は
ま
だ
此
国
に
住
ま
な

か
つ
た
頃
か
ら
、
私
の
話
は
、
語
り
出
さ
れ
る
。

其
頃
の
日
本
の
人
々
の
生
活
は
、
外
来
魂
を
年
に
一
度
、
切
り
替
へ
ね
ば
な

ら
な
か
つ
た
。
其
が
、
年
に
二
度
切
り
替
へ
る
事
に
も
な
つ
て
行
つ
た
。
本

来
な
ら
ば
、
尠
く
と
も
、
一
生
に
一
度
切
り
替
へ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、

此
を
毎
年
切
り
替
へ
る
事
に
な
つ
た
。
年
の
暮
か
ら
初
春
に
な
る
時
に
、
蘇

生
す
る
為
に
切
り
替
へ
を
し
、
其
年
の
中
に
、
も
一
度
繰
り
返
す
。
此
後
の

切
り
替
へ
が
、
聖
霊
祭
り
で
あ
る
。

切
り
替
へ
と
は
、
魂
を
体
に
附
け
る
事
で
、
魂
を
体
に
附
加
す
る
と
、
一
種
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の
不
思
議
な
偉
力
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
さ
る
地
位
に
あ
る
人
は
、

其
外
か
ら
来
る
魂
を
体
に
附
け
な
け
れ
ば
、
其
地
位
を
保
つ
こ
と
が
出
来
な

い
の
だ
。
此
を
一
生
に
一
度
や
る
の
が
、
二
度
と
な
り
、
六
度
行
う
た
時
代

も
あ
つ
た
様
だ
。

二
度
の
魂
祭
り
、
即
、
暮
と
盆
と
の
二
度
の
祭
り
に
、
子
分
・
子
方
の
者
か

ら
、
親
方
筋
へ
魂
を
奉
る
式
「
お
め
で
た
ご
と
」
と
言
ふ
事
が
行
は
れ
た
の

は
、
此
意
味
で
あ
つ
た
。
「
お
め
で
た
う
」
と
言
ふ
詞
を
唱
へ
れ
ば
、
自
分

の
魂
が
、
上
の
人
の
体
に
附
加
す
る
と
い
ふ
信
仰
で
あ
る
。
正
月
に
は
魂
の

象
徴
を
餅
に
し
て
、
親
方
へ
奉
る
。

朝
覲
行
幸
と
言
ふ
の
は
、
天
子
が
、
親
の
形
を
と
つ
て
お
い
で
な
さ
る
上
皇

・
皇
太
后
の
処
へ
、
魂
を
上
げ
に
行
か
れ
た
行
事
で
あ
る
。
吾
々
の
生
活
も
、
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亦
同
様
で
、
盆
に
は
、
鯖サバ
を
、
地
方
の
山
奥
等
で
は
、
塩
鯖
を
擎
げ
て
親
・

親
方
の
処
へ
行
つ
た
。
何
時
の
頃
か
ら
魚
の
鯖
に
な
つ
た
か
訣
ら
ぬ
が
、
さ

ば
（
産
飯
）
と
言
ふ
語
こ
と
ばの
聯
想
か
ら
、
魚
の
鯖
に
な
つ
た
事
は
事
実
で
あ
る
。

此
行
事
を
「
生
き
盆
」
「
生
き
み
た
ま
」
と
言
ふ
。

　
　
　
　
　
三

神
道
の
進
ん
で
行
く
あ
る
時
期
に
、
魂
の
信
仰
が
、
神
の
信
仰
に
な
つ
て
行

つ
た
事
が
あ
る
。
昔
は
、
神
ば
か
り
居
た
の
で
は
な
い
。
精
霊
が
居
て
、
此

が
向
上
し
、
次
第
に
位
を
授
け
ら
れ
て
、
神
に
な
つ
た
も
の
と
、
霊
魂
な
る

も
つ
と
尊
い
神
と
が
あ
つ
た
。
其
形
が
、
断
篇
的
に
、
今
日
の
風
俗
伝
説
に
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残
つ
て
居
る
。
其
時
期
に
、
古
代
に
は
尠
く
と
も
、
神
が
海
な
ら
海
、
河
な

ら
河
を
溯
つ
て
来
て
、
其
辺
り
の
聖
な
る
壇
上
に
待
ち
か
ま
へ
て
居
る
処
女

の
所
へ
来
る
。
其
時
聖
な
る
処
女
は
機
を
織
つ
て
居
る
の
が
常
で
あ
つ
た
ら

し
い
。
此
処
女
が
、 

棚  

機 

タ
ナ
バ
タ

つ
女メ
で
あ
る
。
此
形
は
、
魂
の
信
仰
が
、
神
の

形
に
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

夏
に
神
が
来
る
。
　
　
夏
の
末
、
秋
の
初
め
に
神
が
来
る
と
考
へ
た
の
は
、

日
本
神
道
の
上
で
も
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
と
言
う
て
も
、
わ
が
国
家
組
織

の
ま
と
ま
る
か
、
ま
と
ま
ら
な
い
頃
の
も
の
で
あ
ら
う
。
此
時
期
に
、
吾
々

の
民
間
に
残
つ
て
居
る
、
注
意
す
べ
き
事
は
、
処
女
ど
も
の
、
一
所
に
集
つ

て
物
忌
み
す
る
事
で
あ
る
。
今
日
で
も
、
地
方
々
々
に
残
つ
て
は
居
る
が
大

抵
は
形
式
化
し
て
、
や
ら
ね
ば
何
と
な
く
気
が
済
ま
ぬ
か
ら
と
言
ふ
様
な
気
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分
で
、
形
式
だ
け
を
行
う
て
居
る
。
此
を
或
地
方
で
は
、 

盆  

釜 

ボ
ン
ガ
マ

と
言
ふ
。

地
方
に
は
、
其
時
だ
け
村
の
少
女
許
り
集
つ
て
、
一
个
所
に
竈
を
築
い
て
遊

ぶ
事
が
、
今
も
残
つ
て
居
る
。
此
が
実
は
、
所
謂
ま
ゝ
ご
と
の
初
め
で
あ
る
。

日
本
人
は
、
隔
離
し
て
生
活
す
る
時
に
は
、
別
な
竈
を
作
つ
て
、
そ
こ
で
飯

を
焚
く
の
が
常
で
あ
る
。
盆
釜
は
、
う
な
ゐ
・
め
ざ
し
等
と
称
せ
ら
れ
る
年

頃
の
と
も
が
ら
が
、
別
に
竈
を
造
つ
て
、
物
を
煮
焚
き
し
て
食
べ
る
。
此
時

に
、
小
さ
い
男
の
児
た
ち
が
、
其
を
毀
し
に
行
つ
て
喜
ぶ
様
な
事
が
行
は
れ

て
居
る
。

盆
釜
と
同
じ
も
の
で
、
春
に
は
、
男
の
児
等
が
鳥
小
屋
を
作
つ
て
、
籠
る
こ

と
が
あ
る
。
此
は
、
男
の
児
が
、
く
な
ど
に
奉
仕
す
る
物
忌
み
な
の
で
あ
る
。

盆
釜
と
は
、
幼
女
の
、
処
女
の
仲
間
入
り
す
る
為
の
も
の
で
あ
る
。
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此
に
対
し
て
、
田
植
ゑ
に
先
だ
つ
て
、
処
女
が
山
籠
り
を
す
る
行
事
は
、
処

女
か
ら
、
成
熟
し
た
女
に
な
る
式
で
あ
る
。
即
、
日
本
で
は
、
子
供
か
ら
男

・
女
に
な
る
ま
で
に
、
式
が
二
度
あ
つ
た
。
男
の
方
で
は
、
袴
着
の
式
　
　

謂
は
ゞ
褌
始
め
で
あ
る
。
女
の
方
で
は
、
今
言
う
た
裳
着
の
式
　
　
腰
巻
始

め
と
で
も
言
う
た
ら
よ
い
か
。
其
裳
着
の
式
が
二
度
あ
る
。
少
女
の
時
と
、

成
熟
し
た
女
に
な
る
時
の
式
と
で
あ
る
。
併
し
此
は
、
一
度
に
し
た
り
す
る

事
が
あ
る
か
ら
、
一
概
に
言
へ
ぬ
が
、
ま
づ
二
度
行
は
れ
る
の
が
ほ
ん
と
う

で
あ
る
。

此
式
は
、
田
植
ゑ
の
一
月
前
、
処
女
が
山
籠
り
を
す
る
の
で
、
躑
躅
の
枝
を

翳
し
て
来
る
の
が
其
標
で
あ
る
。
此
が
早
処
女

サ
ウ
ト
メ

と
な
つ
て
、
田
植
ゑ
の
行
事

を
す
る
の
だ
。
此
以
前
に
行
は
れ
る
の
が
、
盆
釜
と
言
は
れ
る
式
で
、
即
、
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早
処
女
に
な
る
以
前
の
成
女
戒
で
あ
る
。
此
は
、
別
の
も
の
か
同
じ
も
の
か

訣
ら
ぬ
が
、
私
は
、
年
に
二
度
行
は
れ
た
も
の
と
考
へ
て
居
る
。

盆
釜
に
籠
る
間
は
、
短
く
な
つ
て
居
る
が
、
実
は
長
い
も
の
で
あ
つ
た
。
卯

月
の
山
籠
り
も
同
じ
で
、
近
頃
で
は
、
僅
か
に
一
日
し
か
籠
ら
な
い
。
か
う

言
ふ
風
に
段
々
短
く
な
つ
て
来
て
居
る
が
、
一
日
で
は
意
味
が
訣
ら
ぬ
も
の

で
あ
る
。
禊
ぎ
を
す
る
時
は
一
日
で
よ
い
が
、
神
に
仕
へ
る
時
は
長
か
つ
た

も
の
で
、
其
を
形
式
化
し
て
行
う
て
居
る
の
で
あ
ら
う
。

室
町
か
ら
徳
川
へ
入
る
頃
ほ
ひ
か
ら
、
少
女
の
間
に
盛
ん
に
な
つ
た
も
の
に
、

小
町
踊
り
が
あ
る
。
男
の
方
に
業
平
踊
り
が
あ
る
か
ら
、
其
に
対
立
し
た
も

の
で
あ
る
と
言
は
れ
て
居
る
が
、
其
と
は
別
な
も
の
で
あ
る
。
小
町
踊
り
は
、

少
女
等
が
手
を
つ
な
い
で
行
つ
て
、
あ
る
場
所
で
踊
る
踊
り
で
あ
る
。
私
が
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大
阪
で
育
つ
た
頃
、
ま
だ 

遠  

国 

ヲ
ン
ゴ
ク

歌
を
歌
つ
て
、
小
娘
達
が
町
を
練
り
歩
い

て
居
た
。
此
は
盆
の
踊
り
の
一
つ
で
あ
る
。
小
町
踊
り
と
言
ふ
の
が
此
総
名

で
、
此
踊
り
の
為
に
日
本
の
近
世
芸
術
は
、
一
大
飛
躍
を
起
し
て
来
た
の
だ
。

さ
う
し
て
、
徳
川
初
期
の
小
唄
の
発
達
・
組
み
歌
の
発
達
と
相
協
う
て
居
る
。

娘
達
の
盆
釜
の
行
事
は
、
か
う
し
た
種
々
の
も
の
を
生
み
出
し
て
来
た
。

　
　
　
　
　
四

一
方
、
魂
祭
り
の
方
面
で
は
、
ち
よ
う
ど
其
頃
、
念
仏
踊
り
が
あ
る
。
魂
祭

り
は
、
死
ん
だ
近
い
親
族
が
帰
つ
て
来
る
か
ら
魂
祭
り
で
あ
る
と
言
ふ
が
、

此
だ
け
で
は
、
近
頃
の
考
へ
で
あ
る
。
以
前
は
、
其
帰
つ
て
来
る
魂
の
中
に
、
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悪
い
魂
も
混
つ
て
戻
つ
て
来
る
こ
と
を
考
へ
て
居
た
。
其
為
に
、
悪
霊
を
退

け
る
必
要
が
あ
つ
た
の
だ
。
此
悪
霊
退
散
の
為
の
踊
り
が
、
念
仏
踊
り
で
あ

る
。
春
の
終
り
、
夏
に
先
だ
つ
て
流
行
す
る
疫
病
を
予
防
す
る
為
の
踊
り
で

あ
つ
た
が
、
其
元
は
、
稲
虫
を
払
ふ
踊
り
で
あ
る
。

日
本
人
は
す
べ
て
物
を
並
行
的
に
考
へ
る
の
が
例
で
、
田
に
稲
虫
が
出
る
と
、

人
間
に
も
疫
病
が
流
行
す
る
と
考
へ
て
居
た
。
此
踊
り
の
も
と
は
、
平
安
朝

に
な
つ
て
、
俄
然
発
達
し
て
来
た
鎮
花
祭
か
ら
起
つ
て
ゐ
る
。
花
が
散
る
頃

に
は
、
悪
疫
が
流
行
す
る
か
ら
、
花
鎮
め
の
祭
り
を
す
る
と
言
ふ
の
は
、
平

安
以
後
の
考
へ
で
、
も
と
は
、
花
を
散
ら
せ
ま
い
と
す
る
、
花
の
散
る
事
を

忘
れ
さ
せ
る
為
の
踊
り
で
あ
つ
た
。
此
が
平
安
朝
に
な
る
と
、
疫
病
退
散
の

為
の
踊
り
に
な
つ
た
。
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日
本
の
踊
り
は
宗
教
を
生
み
出
す
源
と
な
る
事
が
あ
る
が
、
念
仏
宗
も
鎮
花

祭
の
踊
り
か
ら
発
達
し
て
来
て
居
る
の
だ
。
鎮
花
祭
の
踊
り
を
す
る
中
に
、

其
興
奮
か
ら
、
一
種
の
宗
教
的
自
覚
を
お
こ
し
て
、
念
仏
宗
が
出
で
、
其
径

路
に
当
つ
て
、
念
仏
踊
り
が
現
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

念
仏
踊
り
は
、
此
様
に
、
段
々
意
味
が
変
つ
て
来
て
居
る
が
、
根
本
に
は
、

魂
に
係
る
祭
り
だ
と
言
ふ
考
へ
が
な
く
な
つ
て
は
居
な
い
。
念
仏
踊
り
の
直

接
の
前
の
形
は
魂
祭
り
で
は
あ
る
ま
い
が
、
併
し
そ
れ
以
前
、
平
安
朝
か
ら
、

或
は
奈
良
朝
の
頃
に
も
、
此
魂
祭
り
を
考
へ
て
居
た
こ
と
は
見
え
る
。

村
の
聖
霊
が
帰
つ
て
来
る
時
期
に
、
ち
よ
う
ど
念
仏
踊
り
を
行
う
た
。
念
仏

聖
が
先
に
立
つ
て
踊
る
時
も
あ
り
、
念
仏
聖
を
傭
つ
て
す
る
時
も
あ
り
、
村

人
自
身
が
す
る
時
も
あ
り
、
或
は
村
全
体
が
念
仏
聖
の
村
で
あ
る
事
も
あ
る
。
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此
念
仏
聖
が
鉦
を
敲
い
て
、
新
仏
の
家
に
立
つ
て
踊
り
、
聖
霊
の
身
振
り
や
、

称
へ
言
を
唱
へ
て
歩
い
た
道
行
き
芸
が
本
筋
を
な
し
て
居
る
。
途
中
の
あ
る

場
所
で
演
芸
を
す
る
の
は
亦
、
歌
舞
妓
狂
言
の
一
部
を
発
達
さ
せ
て
居
る
。

出
雲
の
お
国
の
念
仏
踊
り
は
、
ほ
ん
と
う
の
も
の
で
あ
つ
た
か
否
か
は
、
疑

は
し
い
。
歌
舞
妓
の
草
子
を
見
て
も
、
お
国
の
は
、
念
仏
踊
り
の
部
分
が
、

僅
か
で
、
享
保
の
頃
か
ら
、
念
仏
踊
り
は
既
に
、
小
唄
踊
り
に
変
つ
て
来
て

居
る
。
こ
の
道
行
き
芸
が
、
実
は
盆
の
踊
り
の
根
本
で
あ
る
。
道
を
歩
き
な

が
ら
、
鉦
を
敲
い
て
、
新
盆
の
家
の
庭
で
輪
を
作
つ
て
踊
る
式
は
、
神
祭
り

と
同
一
で
、
月
夜
の
晩
に
、
雨
傘
を
指
し
た
り
、
踊
り
の
中
心
に
柱
を
た
て

た
り
す
る
。
神
を
招
く
時
に
は
、
中
央
に
柱
を
樹
て
ゝ
、
其
ま
は
り
を
踊
つ

て
廻
は
る
の
が
型
で
あ
る
。
此
神
降
し
の
様
式
を
、
念
仏
踊
り
は
採
り
入
れ
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て
居
る
の
だ
。
出
雲
の
須
佐
神
社
の
念
仏
踊
り
を
見
て
も
、
其
中
心
に
は
、

傘
の
様
に
竹
を
割
つ
た
も
の
を
樹
て
ゝ
居
る
。
盆
踊
り
を
歌
垣
の
流
で
あ
る

と
言
ふ
の
は
、
全
く
謬
り
で
、
勝
手
な
想
像
に
過
ぎ
な
い
。
男
と
女
と
が
よ

れ
ば
、
其
結
果
、
歌
垣
の
終
り
の
如
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

盆
踊
り
の
直
接
の
原
因
は
だ
か
ら
、
念
仏
踊
り
で
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
。
行

は
れ
る
時
期
も
色
々
あ
り
、
踊
り
方
に
も
色
々
あ
つ
て
道
を
歩
い
て
踊
つ
て

行
く
踊
り
、
譬
へ
ば
、
阿
波
の
徳
島
の
念
仏
踊
り
は
其
代
表
的
の
も
の
で
、

伊
勢
踊
り
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
神
を
迎
へ
て
来
る
道
中
の
踊
り
、
即
、

伊
勢
踊
り
が
、
七
夕
や
盆
の
踊
り
の
中
へ
織
り
込
ま
れ
て
来
た
。
此
だ
け
の

要
素
は
、
従
来
の
盆
踊
り
の
中
に
、
其
形
式
を
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
も
の

で
あ
る
。
要
す
る
に
、
其
は
盆
釜
か
ら
生
れ
て
来
た
小
町
踊
り
と
、
七
夕
と
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同
一
の
伊
勢
踊
り
と
、
根
本
の
念
仏
踊
り
と
の
三
要
素
が
あ
る
の
だ
。

中
昔
の
頃
に
は
、
盆
と
言
ふ
時
期
は
、
死
人
の
魂
が
戻
つ
て
来
る
と
共
に
、

無
縁
の
亡
霊
も
や
つ
て
来
る
と
考
へ
た
。
其
為
、
家
で
は
魂
祭
り
を
し
、
外

で
は
無
縁
の  
怨    

霊  
ヲ
ン
リ
ヤ
ウ

を
追
ひ
払
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
考
へ
が
変
化
し
て
、

盆
の
如
く
、
聖
霊
も
中
一
日
居
る
の
み
で
、
追
ひ
返
へ
さ
れ
て
了
ふ
。
少
し

で
も
、
亡
霊
を
嫌
が
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
と
、
又
戻
つ
て
来
る
と
考
へ
た
。

戻
ら
れ
る
と
厄
介
だ
か
ら
、
名
残
り
惜
し
い
〳
〵
と
言
ふ
意
味
を
口
に
は
唱

へ
る
が
、
実
は
嘘
で
、
さ
う
言
ひ
つ
ゝ
追
ひ
払
ふ
の
で
あ
る
。
此
は
、
雛
流

し
・
七
夕
流
し
に
つ
き
添
う
た
型
式
で
あ
る
。
勿
論
、
其
他
の
無
縁
の
聖
霊

・
悪
霊
を
も
、
一
緒
に
払
ひ
捨
て
ゝ
了
ふ
の
で
あ
る
。

か
う
見
て
行
く
と
、
複
雑
な
盆
踊
り
の
形
が
、
簡
単
に
な
つ
て
来
る
。
私
の
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盆
踊
り
に
対
す
る
考
へ
は
、
簡
単
で
は
あ
る
が
、
大
体
以
上
の
如
き
も
の
で

あ
る
。
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の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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